
(学年）第２学年，(教科・科目）数学・数学Ⅱ 協働学習

(単元）三角関数

(本時のねらい)

三角関数の合成を用いることにより，三角関数を含む方程式・不等式を満たす角θの値

や解の個数を数学的に処理し，その有用性を認識するとともに，事象の考察に活用できる

ようにする。

（ICT活用方法）
三角関数を含む方程式・不等式を満たす角θの値や解の個数を理解させるために，生徒

用 Windows タブレットパソコンの「Metamoji Classroom」というソフトウェアを用いて，ア
クティブラーニング形式の問題演習を行う。従来は生徒に問題を解かせた後，板書にて説

明を行っていたが，生徒自身が主体的かつ対話的学習活動を通して深い学びを得るための

手段として，生徒用 Windows タブレットパソコンを活用した。「Metamoji Classroom」によ
り生徒たちは他班の問題演習状況をリアルタイムに確認でき，相互に議論することにより

学習活動を活性化することができると考えられる。

(本時の展開)

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考

導入 本時の流れを 本時に行う

５分 確認する。 学習活動や時

間配分を説明

する。

展開

３５分

まず，上の 机間巡視 デジタル教科書の公式が掲載

問題を各自で されているページを電子黒板上

１０分間考え に示す。

る。

事前に連絡 次の点を指示 生徒用タブレットパソコンの １班４～５名

しておいた班 １．各班長は 「Metamoji Classroom」ソフトウ 構成の１０班

に分かれる。 解けた箇所を ェア上に配布された問題 PDF に で学習を進め

タブレットパ 班長が解答を記入する。 る。

ソコン上に記



入する。 電子黒板上に他班の解答状況 注目させた

２．各班長は がリアルタイムに表示されてい い解答をして

班員全員が理 る。 いる班があれ

解できるよう ば，電子黒板

説明する。 上に拡大提示

３．各班で解 する。

けない箇所は

他班に質問に

行くことがで

きる。

（１），（２）

は各班の進捗

状況を確認し

ながら黒板上

に解答を板書

する。

まとめ 三角関数の 模範解答プ 生徒に配付した模範解答プリ

１０分 合成を用いる リントを配付 ントをＰＤＦ化したものを電子

ことにより， し，各自の班 黒板上に投影する。

複雑な方程式 の解答と確認

を解くことが させ，必要が

できることを あれば解説を

認識する。 行う。



(授業の様子)

他班の解答状況を電子黒板上で

リアルタイムで確認し，解答の

参考としている。

各班の班長は，生徒用タブレッ

ト パ ソ コ ン 上 の 「 Metamoji
Classroom」に解答を書き込んだ。

生徒が解答できるよう，適宜，

板書及び電子黒板を用いてヒン

トを与えた。



問題を解けた生徒が，他の生

徒に解説を行った。

(生徒の反応と課題，改善を要する点)

授業後，班長をはじめとする多くの生徒から「友人に説明することによって理解が深ま

った」，「クラスメートと解くことにより，楽しみながら理解することができた。またこ

のような授業を受けてみたい」といった前向きな意見が多かった。しかし，問題の難易度

が高すぎると，班長がその問題を解きかねて，班員に説明ができなくなるので，クラスの

学力到達度を適切に見極めた問題提示が必要であると考えられる。


